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態
別
封
建
枇
曾
の
崩
壊
と
ー－
般
農
民
運
動
3塁
岸
本
夫
「
代
々
養
ひ
停
へ
ら
れ
来
て
い
る
屈
従
の
長
い
習
慣
‘
い
た
る
と
と
る
彼
等
の
聞
に
何
底
に
も
武
器
の
習
慣
が
犠
れ
さ
せ
ら
れ
て
い
た
と
と
、
及
び
君
侯
の
個
性
の
如
何
に
従
っ
て
搾
取
の
苛
酷
さ
が
或
は
減
じ
或
は
増
大
す
る
か
に
さ
れ
て
い
た
外
観
（
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
』
ど
か
ら
、
農
民
は
い
ま
盆
に
起
ち
あ
が
る
と
と
を
自
ら
墜
ん
だ
の
で
あ
る
。
一
、
か
L
る
運
動
の
必
然
性
二
、
そ
の
頻
護
性
三
、
そ
の
過
程
四
、
そ
の
有
す
る
枇
曾
的
意
義
封
建
祉
舎
に
於
け
る
支
配
階
級
た
る
武
士
が
、
そ
の
存
立
、
そ
の
支
配
樺
確
保
の
た
め
に
行
な
っ
た
経
済
的
統
制
は
、
何
れ
も
そ
の
志
向
は
凡
ぺ
て
封
建
的
で
あ
・
り
、
武
士
の
み
が
人
格
的
調
立
の
階
級
を
構
成
す
る
に
止
ま
り
身
分
的
被
支
配
陪
級
た
る
農
、
工
、
商
は
武
士
階
級
に
と
っ
て
は
一
つ
の
手
段
に
す
ぎ
訟
か
っ
た
。
従
っ
て
、
か
L
る
祉
舎
組
織
の
下
に
於
い
て
は
、
被
支
配
階
級
が
そ
の
手
段
的
地
位
よ
り
股
却
ぜ
ん
と
し
て
、
支
陪
陪
般
に
反
抗
す
る
に
至
る
と
と
は
支
肥
関
係
仰
の
存
す
る
凡
ゆ
る
枇
曾
に
於
け
る
と
同
じ
く
必
然
的
に
殻
生
す
べ
き
枇
合
現
象
－
で
あ
る
刷
。
印
ち
、
封
建
枇
曾
の
本
質
的
基
礎
は
小
規
模
農
業
で
あ
り
、
農
奴
i
l
小
白
皆
農
民
よ
り
の
会
飴
剰
に
建
す
る
地
代
の
搾
取
と
と
が
、
封
建
的
生
産
開
係
の
本
質
で
あ
っ
た
斗
百
姓
は
天
下
の
根
本
左
り
，
。
是
を
治
一
る
に
法
有
、
先
一
人
々
k
の
田
地
の
境
且
を
立
て
、
扱
一
年
の
入
却
作
食
を
つ
も
ら
砂
三
共
訟
を
年
貢
に
牧
む
べ
し
。
百
姓
は
財
の
飴
ら
ぬ
様
に
、
不
足
左
き
椋
に
治
る
事
垣
な
り
、
mw」
と
一
五
ふ
所
謂
木
多
「
正
信
主
義
」
、
「
百
姓
共
は
死
な
ぬ
様
に
生
き
ぬ
様
に
と
合
賭
致
し
、
牧
柏
市
付
」
け
よ
と
の
「
東
照
宮
上
意
叫
し
は
、
最
も
端
的
に
封
建
的
生
産
関
係
の
本
質
を
去
四
し
た
も
の
に
ほ
か
た
ら
校
い
。
そ
し
て
、
前
越
の
如
〈
、
と
の
搾
取
関
係
の
確
保
、
強
化
の
た
め
に
、
移
韓
、
皆
業
時
換
、
作
物
濯
伴
、
衣
、
食
、
柱
、
土
地
底
分
等
々
に
割
し
、
制
限
束
縛
が
加
へ
ら
れ
、
農
奴
は
身
動
き
た
ら
ぬ
ま
で
の
封
建
的
経
消
的
強
制
の
下
に
土
地
に
緊
縛
せ
ら
れ
つ
L
、
「
た
ど
年
貢
金
を
取
立
候
た
め
の
者
と
の
み
mw」
取
扱
は
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
則
被
支
配
階
級
が
、
時
の
支
配
階
級
に
到
し
て
反
抗
運
動
を
な
す
一
与
は
、
一
位
舎
に
支
配
関
係
が
存
在
し
、
階
級
が
相
自
立
し
て
い
る
限
り
に
於
い
て
営
然
に
生
起
す
べ
き
枇
曾
現
象
で
あ
る
。
即
ち
、
か
t
A
る
斗
争
的
尺
抗
謡
動
と
一
式
へ
る
枇
合
同
現
象
は
何
ら
か
の
支
間
関
係
の
存
在
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
川
町
黒
正
殻
「
封
建
枇
曾
の
統
制
と
斗
争
」
二
九
五
頁
例
「
日
本
杭
前
叢
書
」
各
一
、
一
九
頁
仰
向
上
、
・
巻
二
、
二
三
八
頁
的
向
上
、
巻
三
二
十
二
、
二
六
O
目
か
う
し
た
欣
慌
を
持
越
し
て
、
封
建
農
村
の
陰
管
友
苦
悩
に
充
ち
た
生
前
は
、
徳
川
時
代
の
二
つ
の
大
き
な
峯
、
一
冗
株
と
享
保
と
を
過
ぎ
、
天
明
の
大
飢
餓
時
代
を
も
辛
く
詰
っ
て
、
終
期
へ
と
入
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
百
齢
年
の
聞
に
、
一
一
の
苦
悩
の
下
に
し
か
も
護
展
そ
し
め
ら
れ
た
農
業
生
産
力
に
基
い
て
、
商
品
経
済
の
護
民
は
、
か
り
武
士
の
都
城
集
中
と
参
親
交
代
制
度
向
と
に
高
ま
れ
て
、
都
市
の
震
輩
、
ヲ
拾
い
園
的
交
誼
路
の
殻
展
、
貨
幣
の
普
及
等
々
を
件
ひ
っ
つ
、
著
々
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。
ゅ
は
ゆ
る
元
株
購
者
の
時
代
は
‘
そ
の
殻
展
の
は
た
や
か
な
る
最
初
の
表
現
で
あ
っ
た
。
そ
り
商
品
経
済
の
殻
建
と
共
に
支
配
力
を
加
へ
つ
ワ
あ
ρた
商
業
・
高
利
貸
資
本
は
、
一
方
封
建
支
配
者
た
ち
を
窮
乏
に
辿
き
、
ぞ
れ
に
よ
っ
て
彼
ら
の
農
民
搾
取
左
強
化
せ
し
む
る
と
共
に
、
他
方
直
接
に
農
村
に
侵
入
し
て
封
建
的
生
産
関
係
を
介
併
せ
し
め
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
の
酷
烈
な
卦
建
的
搾
取
の
下
に
、
農
業
生
産
力
の
殻
展
は
暫
時
も
止
め
ら
れ
る
一
挙
が
出
来
た
か
っ
た
が
、
最
も
根
本
的
な
献
す
な
は
ち
生
産
開
係
に
於
け
る
封
建
的
搾
取
が
維
持
せ
ら
れ
得
た
聞
は
、
そ
の
限
界
に
押
し
と
い
ふ
め
ら
れ
、
例
へ
ば
機
械
の
い
湖
周
等
に
は
越
に
玉
ら
し
め
ら
れ
得
た
か
っ
た
。
い
な
、
か
の
生
所
力
の
殻
展
は
．
建
に
は
そ
の
封
控
的
生
産
附
係
を
保
政
令
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
王
る
ま
で
は
か
の
殻
艮
は
、
却
っ
て
と
の
封
建
的
生
産
関
係
に
依
頼
す
る
搾
取
を
一
居
強
化
せ
し
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
向
。
と
L
に
於
い
て
、
久
し
く
維
持
せ
ら
れ
い
な
永
久
に
維
持
せ
ら
る
べ
き
も
の
の
や
う
に
さ
れ
て
い
た
、
か
の
輩
問
複
雑
な
身
分
制
度
、
そ
し
て
絶
割
的
の
も
の
の
の
や
う
に
さ
れ
て
い
た
抑
康
一
的
束
縛
的
危
身
分
制
度
を
蹴
っ
て
、
か
の
酷
烈
な
封
建
的
生
産
関
係
、
そ
の
搾
取
、
そ
の
階
級
聞
係
に
謝
し
て
、
一
遂
に
断
乎
と
し
て
民
衆
は
、
農
民
を
主
酷
と
し
、
斗
争
を
昂
場
さ
せ
、
攻
撃
を
宣
言
し
開
始
し
た
の
で
あ
っ
た
。
「
農
民
の
反
抗
運
動
日
百
姓
一
披
」
の
意
義
は
と
L
に
あ
る
の
で
あ
る
開
。
印
ち
‘
徳
川
時
代
の
百
姓
一
践
は
、
土
地
経
済
を
下
部
斡
誌
と
し
て
立
っ
と
と
ろ
の
封
建
制
度
の
下
に
於
い
て
、
必
然
的
に
起
る
べ
き
枇
舎
現
象
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
助
参
親
交
代
の
制
度
位
、
江
戸
幕
府
施
政
中
、
最
も
重
要
た
る
も
の
の
一
つ
に
岡
崎
し
、
と
の
制
度
と
幕
府
と
は
相
格
始
し
て
離
る
べ
か
ら
ざ
る
嗣
係
を
有
し
、
二
百
飴
年
の
長
き
に
豆
り
τ働
行
せ
ら
れ
た
結
呆
と
し
τ、
種
々
な
る
方
面
に
少
か
ら
ぎ
る
影
響
を
輿
へ
た
。
ω「
白
木
資
本
主
義
登
建
史
講
座
」
洞
仁
五
郎
『
幕
末
に
於
け
る
融
合
同
経
済
献
樫
・
階
級
閥
係
及
び
階
級
斗
争
』
前
篇
、
一
一
頁
問
向
上
、
後
館
、
九
頁
新
た
め
て
一
五
ふ
ま
で
も
な
く
我
閣
の
農
民
運
動
は
仲
K
古
い
起
源
と
歴
史
と
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
法
〈
は
錦
倉
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
一
挙
が
出
来
、
｛
河
川
町
時
代
の
土
一
般
の
如
き
も
農
民
騒
動
で
あ
る
。
然
し
た
が
ら
、
同
じ
〈
農
民
騒
動
ま
た
は
一
撲
と
科
せ
ら
れ
も
の
も
、
時
代
の
推
移
に
つ
れ
て
蒋
る
し
〈
そ
の
本
質
が
費
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
向
。徳
川
時
代
の
農
民
運
動
と
一
五
へ
ば
、
先
づ
、
承
際
三
年
の
佐
倉
事
件
を
以
っ
て
筆
を
始
め
る
の
を
常
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
之
れ
は
農
民
の
閑
賠
的
暴
動
と
は
な
ら
・
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
正
確
な
る
文
献
に
ふ
仔
す
る
最
初
の
農
民
騒
動
は
正
徳
同
年
に
起
っ
た
武
州
小
金
井
の
騒
動
を
以
っ
て
矯
失
と
す
る
の
を
常
と
し
た
閣
の
で
あ
る
が
、
作
州
に
於
い
て
は
之
れ
に
先
立
つ
事
十
六
年
、
一
花
誠
十
一
年
三
月
に
起
っ
て
い
る
oe
即
ち
、
笹
川
時
代
に
於
け
る
比
較
的
古
い
農
民
暴
動
と
し
怠
け
れ
ば
食
ら
な
い
で
あ
ら
う
刷
。
mw黒
正
出
版
「
封
建
枇
舎
の
統
制
と
斗
争
」
三
O
二
頁
ω佐
野
皐
「
日
本
世
ム
何
回
史
序
論
」
四
六
頁
木
村
靖
二
「
日
本
農
民
騒
動
史
」
一
二
九
頁
的
黒
京
巌
、
上
掲
書
、
三
O
開
頁
信
州
に
、
美
濃
に
、
飛
弾
‘
三
河
、
近
江
に
、
上
州
に
岩
代
に
陸
・
中
に
＝
羽
後
に
、
越
後
に
、
越
中
、
越
前
に
、
指
津
、
但
馬
、
伯
帯
習
に
、
播
摩
、
美
作
に
、
備
中
、
備
後
に
、
阿
波
、
讃
岐
、
土
佐
に
、
伊
藤
に
県
後
、
肥
後
に
1
1以
上
の
諸
圏
、
既
に
従
来
の
・
史
家
に
よ
り
dL
江
戸
時
代
二
世
紀
卒
の
間
を
通
じ
各
十
回
以
上
約
五
十
回
に
至
る
百
姓
一
撲
の
頻
殻
の
度
数
を
知
ら
れ
た
る
も
の
1
l、
そ
の
他
、
日
，
本
金
闘
い
た
る
と
と
ろ
に
、
農
民
大
衆
は
蜂
起
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
親
件
数
は
、
従
来
の
史
家
「
に
よ
っ
て
－
知
ら
れ
た
も
の
の
み
を
以
っ
て
し
て
も
、
F
紅
戸
時
代
一
一
百
六
十
除
手
の
悶
に
金
凶
に
わ
た
り
、
貨
に
約
六
千
ο多
き
を
誕
へ
た
の
で
あ
り
向
、
そ
れ
ら
に
就
い
℃
兄
て
も
、
初
期
（
慶
長
八
年
よ
り
貞
享
四
年
ま
で
を
と
る
〉
に
約
七
O
件
．
一
年
千
均
約
0
・
八
件
．
中
期
（
元
磁
よ
り
天
川
ま
で
を
と
る
）
に
約
一
一
凶
O
件
二
年
平
均
二
・
三
六
件
、
後
期
幕
末
（
寛
政
よ
り
箆
臨
ま
で
を
と
る
）
に
は
約
二
七
O
件
‘
一
年
千
均
二
一
・
三
四
件
、
か
L
る
驚
く
べ
き
鎖
設
と
、
そ
の
後
期
幕
末
に
至
る
に
従
っ
て
い
よ
い
よ
斗
手
の
激
化
せ
る
一
事
賓
と
が
一
不
さ
れ
て
い
る
。
か
く
て
、
と
の
農
民
斗
手
の
波
は
、
江
戸
幕
府
専
制
支
配
の
盛
時
、
享
保
賓
障
の
時
代
一
七
五
O
年
前
後
に
先
づ
最
初
の
品
揚
を
一
不
し
、
近
世
的
農
民
暴
動
の
偉
容
を
る
ら
は
し
‘
百
姓
一
般
十
同
に
及
ぽ
ん
と
し
た
年
が
あ
る
。
一
七
八
0
年
代
に
主
れ
ば
波
は
更
に
高
く
b
が
り
、
天
明
六
i
七
年
は
共
に
各
一
扱
そ
の
一
年
に
十
五
回
を
越
へ
、
寛
政
文
化
の
幕
府
極
盛
下
に
於
け
る
一
八
O
O年
前
後
に
も
一
年
一
政
の
十
回
を
上
下
す
る
と
と
数
度
、
詮
に
幕
末
に
近
づ
け
ば
天
保
四
年
（
一
八
三
三
年
〉
つ
w
ふ
い
て
鹿
臆
二
年
（
一
八
六
六
年
）
に
は
何
れ
も
諸
闘
に
一
設
の
勃
設
す
る
と
と
頻
々
、
と
し
て
‘
そ
り
一
年
の
問
に
二
十
四
に
至
ら
ん
と
し
た
向
。
か
t
ふ
る
大
衆
農
民
の
会
困
的
蹴
起
‘
と
れ
こ
そ
は
彼
の
封
建
的
階
級
的
生
産
関
係
下
に
於
け
る
挺
史
的
環
民
心
矛
盾
の
、
唯
一
ω集
中
的
決
定
的
表
現
で
あ
っ
た
の
で
る
る
開
。
同
黒
正
巌
博
士
の
「
百
姓
一
楼
の
研
究
」
に
よ
れ
ば
、
総
括
し
℃
’
教
へ
ら
れ
た
百
姓
一
躍
件
敢
は
、
徳
川
時
代
二
百
ム
ハ
十
齢
年
。
問
聞
に
五
七
回
で
あ
る
？
博
士
自
身
も
認
め
・
ら
れ
て
届
る
や
う
に
之
れ
が
全
裁
で
な
い
と
と
は
一
一
百
を
快
六
な
い
。
間
前
期
よ
り
中
期
、
中
期
よ
り
も
後
期
幕
末
に
豆
り
ま
す
ま
す
頻
輩
。
績
向
が
あ
っ
た
ら
し
い
と
と
は
全
叫
に
つ
い
τ推
定
す
る
と
と
が
出
来
る
と
の
と
と
は
、
封
建
批
曾
崩
壊
過
程
の
進
行
‘
却
は
ち
‘
生
産
力
と
封
律
的
生
産
関
係
と
の
矛
盾
ρ激
化
す
る
に
仲
ο、
封
建
的
搾
取
の
担
化
．
高
利
貸
資
本
の
侵
略
過
程
り
進
行
に
件
ぴ
‘
農
民
の
窺
之
化
は
い
よ
い
よ
深
刻
と
た
p
、
そ
の
生
活
保
件
は
ま
ず
ま
ず
堪
へ
難
い
も
心
と
な
り
、
か
く
て
斗
争
の
蟻
烈
化
を
来
た
さ
Y
る
を
得
な
か
っ
た
事
を
意
味
す
る
に
他
な
ら
伝
い
。
問
調
仁
五
郎
、
上
掲
講
座
、
上
描
書
、
後
山
局
、
二
七
頁
百
姓
一
般
の
限
凶
は
場
合
に
よ
っ
て
は
必
や
し
も
同
一
で
は
な
い
が
要
す
る
に
領
主
L
ま
た
は
農
官
の
施
政
に
釣
す
る
不
干
の
爆
設
で
あ
り
、
反
抗
で
あ
っ
た
の
で
る
る
Q
即
ち
、
前
に
も
述
べ
た
如
く
、
営
時
農
民
は
租
税
を
搾
り
取
る
機
械
の
如
く
に
考
へ
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
‘
租
税
の
一
抹
求
そ
の
度
を
過
し
、
凶
作
の
場
合
に
偏
政
者
が
過
賞
の
政
策
左
採
ら
ざ
る
が
如
き
場
合
に
、
農
民
の
不
平
不
満
が
嵩
じ
、
選
に
爆
愛
し
て
百
姓
一
躍
と
な
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
向
。
換
言
す
れ
ば
、
専
ら
所
調
「
苛
欽
誌
求
」
に
制
し
封
建
的
搾
取
の
租
税
及
び
努
佼
の
重
課
に
封
し
て
斗
争
し
た
の
で
あ
っ
た
助
。
然
し
て
終
始
一
貫
何
れ
も
封
建
的
搾
取
に
反
釘
し
て
斗
へ
る
そ
れ
ら
百
姓
一
捜
の
中
に
ー
と
L
に
は
な
段
、
特
に
検
地
に
よ
る
搾
取
強
化
反
封
、
中
間
搾
取
反
封
、
ま
た
強
行
的
通
貨
政
策
に
よ
る
牧
奪
庶
割
、
割
地
、
均
目
、
枇
倉
1
P
産
物
役
所
等
に
よ
る
強
行
的
乃
至
欺
時
的
の
封
建
統
制
に
よ
る
抑
塵
搾
取
反
封
等
、
そ
れ
等
の
一
撲
を
注
意
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
例
o
t
「
一
事
見
開
銀
」
に
よ
れ
ば
、
農
村
に
於
け
る
貧
富
の
差
の
甚
だ
し
き
一
色
一
止
を
’
以
つ
ア
こ
捜
の
起
る
原
因
な
り
と
し
て
い
る
が
、
と
れ
は
む
し
ろ
建
国
で
窃
っ
て
、
そ
れ
よ
り
も
、
も
っ
と
近
い
所
に
原
因
が
あ
り
、
農
民
の
反
抗
運
動
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
F
h
一
仰
木
庄
柴
一
J
次
郎
「
日
本
位
合
同
経
済
史
」
六
O
二
頁
‘
＼
ぺ
向
調
仁
五
、
郎
、
正
掲
書
、
二
八
頁
L
J
内
紛
向
上
、
一
二
O
頁
t
百
姓
一
撲
は
奉
行
も
し
く
は
代
官
等
の
横
暴
苛
酷
の
底
置
に
合
ふ
毎
に
も
そ
の
，
利
害
関
係
を
共
に
す
る
農
民
会
障
が
相
互
に
一
致
固
結
し
て
強
制
的
A
に
救
済
を
求
め
、
愁
訴
嘆
願
し
て
還
に
聞
き
届
け
ら
れ
ざ
る
時
は
バ
叱
む
葉
を
得
点
γ
竹
槍
帯
旗
、
の
大
騒
動
を
演
や
る
に
至
る
も
の
で
る
F
る
助
1
一
九
即
也
ブ
主
謀
者
を
中
心
と
し
て
概
起
し
た
一
村
の
農
民
が
‘
城
て
れ
ば
押
寄
る
際
・
泊
道
に
’
於
け
る
そ
の
苦
じ
み
を
同
じ
く
す
。
る
農
民
は
そ
v
o仲
間
に
加
は
り
‘
恰
も
雪
達
磨
に
於
け
る
が
如
く
、
轄
々
一
歩
を
泊
先
益
母
に
心
そ
の
同
勢
を
増
L
敢
寓
の
犬
群
集
と
た
り
、
鑑
、
太
鼓
を
鳴
ら
一
し
、
，
法
螺
貝
を
吸
き
、
時
旗
を
押
し
た
て
L
城
下
に
迫
る
の
が
普
通
の
ヤ
リ
方
で
あ
っ
た
助
。
か
L
る
場
合
、
徳
川
初
期
に
あ
っ
て
は
支
町
階
級
の
犀
力
盛
ん
に
し
て
農
民
の
斗
争
力
は
薄
弱
で
る
っ
た
L
め
式
土
は
榔
め
て
強
硬
怠
る
韓
度
を
持
し
、
正
問
よ
り
之
れ
を
担
問
ず
る
の
を
常
と
し
た
。
然
る
に
後
期
に
及
ん
で
は
、
封
建
的
搾
取
は
犬
い
に
強
化
せ
ら
れ
農
民
は
ま
ず
ま
ず
大
集
圏
を
成
し
て
斗
守
す
る
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
且
つ
久
し
き
斗
争
経
験
に
よ
っ
て
股
血
の
進
歩
を
来
し
、
共
第
に
そ
の
斗
争
力
を
増
大
し
た
問
。
mw
封
建
的
暴
力
支
配
に
封
し
、
そ
の
強
ら
れ
た
奴
隷
的
従
順
を
か
た
ぐ
り
拾
て
L
暴
力
を
以
っ
て
反
抗
ぜ
ん
と
す
る
最
も
端
的
な
る
決
死
的
斗
争
形
牒
で
あ
っ
た
。
内
山
瀧
本
誠
一
「
経
済
一
家
言
」
二
七
一
頁
削
羽
仁
五
郎
、
上
掲
書
、
四
三
頁
一
接
は
犬
低
成
功
し
た
。
勿
論
、
首
謀
者
は
喋
刑
、
斬
首
、
迫
放
そ
の
他
の
酷
刑
を
受
け
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
要
求
僚
件
は
犬
部
分
貫
徹
し
得
た
如
く
で
あ
る
。
後
明
に
於
い
て
、
封
建
的
政
治
権
力
は
既
に
内
賢
的
に
は
脆
弱
化
し
て
時
た
の
で
あ
っ
た
。
四
一
一
一
の
野
心
家
が
備
前
し
，
た
も
か
L
る
農
民
運
動
の
勃
設
の
場
合
、
五
。
で
あ
事
と
記
さ
れ
て
い
る
が
・
た
き
び
野
心
家
の
官
一
俸
が
あ
っ
た
に
む
定
も
．
か
f
b如
を
大
瀧
動
と
な
る
に
は
．
失
張
り
民
衆
の
閣
に
流
吋説
t
h
い
い
一
旬
。
反
抗
的
轄
紳
に
基
〈
も
の
と
一
疋
は
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
挟
…
ー
む
窓
が
ち
そ
O
何
れ
の
場
合
を
開
拡
や
枇
舎
の
根
本
的
改
浩
O
理
想
と
ι
か
、
或
は
一
定
的
批
食
離
に
立
脚
し
℃
の
統
一
的
闇
鰹
運
動
で
は
な
〈
一
韓
つ
で
－
縛
離
陸
を
有
L
な
い
翠
た
る
そ
の
場
の
経
済
的
苦
痛
を
軽
減
せ
ん
と
す
諸
事
の
か
．
絶
望
的
な
暴
力
複
警
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
之
砂
意
味
記
於
い
て
、
徳
川
時
代
を
通
じ
て
の
農
民
運
動
は
徳
川
中
央
集
植
的
封
建
制
度
に
亀
裂
を
生
ぜ
し
め
た
も
の
で
は
な
く
、
封
建
制
度
そ
P
$
り
の
醤
質
花
よ
っ
て
、
自
ら
崩
壊
過
桂
を
辿
り
、
そ
の
制
度
の
欠
陥
が
暴
露
L
始
め
た
時
に
始
め
て
か
く
の
如
は
枇
舎
運
動
が
護
生
し
得
た
を
解
す
べ
き
も
り
で
は
な
か
ら
う
か
。
日
粧
品
質
健
一
つ
の
才
ル
ガ
旦
ズ
ム
で
あ
る
。
故
に
、
一
定
の
枇
舎
が
一
定
砂
欝
建
を
と
げ
れ
ば
何
時
か
は
必
然
的
に
崩
壊
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
い
て
鮭
脅
を
崩
壊
せ
し
む
る
最
も
重
大
危
る
素
凶
は
そ
の
枇
舎
の
枇
命
先
器
購
眠
の
も
の
‘
即
ち
そ
の
問
宥
怠
る
特
献
で
あ
ら
忠
ば
な
ら
な
d
a
費
本
主
義
枇
舎
に
於
て
は
資
本
主
護
そ
の
も
の
L
中
に
．
封
建
制
州協陣
P
融
舎
に
於
て
は
封
建
制
度
そ
の
も
の
L
中
に
そ
の
枇
舎
を
滅
ぼ
す
べ
き
萌
芽
を
厳
識
し
乞
い
る
ゅ
で
は
A
な
か
ら
う
か
。
徳
川
時
代
の
農
民
騒
動
は
を
f
機
械
的
怒
る
枇
倉
胸
膜
患
に
す
ぎ
な
い
＠
枇
命
日
組
織
の
中
離
を
癖
樺
せ
し
め
縛
焚
と
も
抵
は
れ
な
い
し
、
ま
た
封
建
制
度
と
本
質
一
瞬
舵
矛
賭
す
る
現
象
で
も
設
い
。
放
に
農
時
騒
動
を
以
っ
て
‘
明
治
維
. ，、
新
，
の
失
駆
と
な
す
拙
に
就
い
て
は
多
く
の
議
論
の
簸
舟
が
あ
る
だ
ら
ラ
と
思
は
れ
る
向
。
小
野
博
士
は
「
徳
川
幕
府
の
倒
れ
た
る
に
就
い
℃
は
翻
察
す
べ
き
幾
多
の
方
面
が
あ
る
が
、
所
在
に
蜂
起
し
て
世
を
騒
が
し
た
百
姓
一
捷
を
も
v
そ
の
原
閃
の
中
に
教
へ
て
可
な
り
と
思
ふ
。
．
：
；
：
各
地
の
百
姓
が
封
建
制
度
の
塵
迫
に
抗
争
し
た
る
一
雄
暴
動
の
功
勢
を
も
そ
の
中
に
数
ふ
べ
き
で
あ
る
。
・
・
：
：
：
：
然
も
‘
封
建
制
度
の
土
台
を
揺
が
せ
、
そ
の
緊
縛
力
を
弛
毅
せ
し
め
衰
弱
し
た
る
武
門
階
級
の
正
瞳
を
世
間
に
暴
露
せ
し
め
た
る
効
果
は
多
大
で
あ
っ
た
。
是
に
於
い
て
か
、
今
代
の
史
家
が
明
治
維
新
史
を
草
す
る
に
際
し
て
歴
史
の
た
め
に
割
く
る
は
た
ど
に
村
落
に
、
草
叢
に
眠
れ
る
名
も
な
き
英
雄
の
義
魂
に
到
す
る
良
も
供
養
ば
か
で
な
く
：
：
：
：
：
：
助
」
と
云
っ
て
居
ら
れ
る
が
、
博
士
に
よ
れ
ば
百
姓
一
撲
は
本
質
的
に
枇
曾
組
織
を
饗
草
す
る
積
極
的
能
力
を
持
っ
て
い
た
と
一
五
ふ
事
に
な
る
が
、
之
れ
は
博
士
が
飴
し
り
に
「
村
落
に
、
草
叢
に
限
れ
る
名
も
た
き
英
雄
の
義
魂
」
に
劃
し
て
情
賓
的
感
銘
を
持
た
れ
過
ぎ
た
結
果
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
ま
た
博
士
一
は
コ
捜
軍
の
指
導
者
は
如
何
友
人
物
で
あ
っ
た
か
と
云
ふ
に
、
智
勇
掛
川
力
、
兼
ね
備
っ
た
天
晴
の
英
才
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
・
：
：
：
：
一
機
強
訴
の
首
領
は
如
何
に
も
不
倶
載
天
の
悪
葉
で
で
も
あ
る
か
の
様
に
思
は
れ
ど
も
‘
彼
ら
が
営
時
の
枇
曾
に
於
い
て
、
よ
く
も
る
れ
拘
悼
の
事
を
成
し
得
た
る
を
推
し
考
へ
れ
ば
、
そ
の
首
領
が
何
れ
も
相
営
の
人
物
で
あ
っ
て
人
心
を
牧
撹
ず
る
に
足
る
何
物
を
か
備
へ
て
い
た
に
謹
び
な
い
仰
」
と
段
上
級
の
讃
鮮
を
呈
し
て
居
ら
れ
る
の
を
見
る
と
‘
あ
る
ぴ
泣
博
士
は
背
謀
者
。
英
雄
的
言
動
に
陶
酔
さ
れ
て
い
る
ぜ
は
止
な
い
だ
ら
う
か
0
・
な
る
ほ
ど
彼
等
は
誠
に
「
智
一
滞
力
、
殺
ね
備
っ
た
天
晴
の
実
才
」
で
ば
あ
っ
た
ら
う
が
、
結
局
「
実
雄
」
の
内
容
も
時
代
的
の
も
の
で
あ
る
段
上
・
品
川
崎
時
O
寸
英
雄
」
O
知
有
識
程
度
よ
り
推
し
て
も
，
枇
命
日
時
処
革
の
珂
想
を
持
っ
て
い
た
と
は
思
は
れ
な
い
。
同
参
服
毒
黒
正
出
版
‘
前
十
掲
書
．
一
二
二
O
頁
以
下
内
川
市
央
公
論
事
一
九
ニ
五
年
↓
↓
一
月
競
湖
町
上
グ、
文
級
化
一段
の
階
一
品
時
々
一
一
ほ
文
化
。
枇
命
百
性
主
考
察
す
る
と
き
従
来
最
も
重
要
関
さ
れ
来
っ
た
図
民
性
並
に
時
代
性
と
同
時
に
、
文
化
の
陪
級
位
を
等
閑
に
付
す
る
と
と
は
出
来
な
い
。
文
化
の
闘
民
性
の
み
を
以
て
文
化
。
枇
命
向
性
の
事
藤
寸
あ
る
と
潟
ず
は
、
北
九
の
一
両
的
た
る
不
満
を
免
れ
な
い
。
近
世
に
能
川
一
け
る
歌
来
丈
俸
は
歌
米
岡
民
の
文
化
？
あ
る
と
同
時
に
都
市
プ
ル
之
れ
を
要
す
る
に
百
姓
一
撲
は
維
新
の
倒
幕
運
動
に
も
何
ら
能
動
的
に
寄
興
ず
る
庖
は
な
ぐ
、
倒
幕
運
動
と
は
併
行
し
て
行
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
若
し
‘
百
姓
一
捜
部
封
建
吐
合
の
崩
壊
に
何
ら
か
の
問
慢
か
あ
っ
た
も
の
と
す
れ
ば
‘
そ
れ
が
崩
壊
を
促
進
せ
し
め
た
と
云
ふ
間
接
的
効
果
を
有
し
た
に
過
ぎ
な
い
で
ら
う
。
在
任
徳
川
封
建
枇
合
乞
崩
壊
に
導
い
た
も
の
は
そ
れ
白
轄
の
中
に
斑
展
し
た
貨
幣
制
度
？
る
っ
た
事
に
就
い
て
は
‘
攻
の
機
曾
に
趨
ぺ
た
い
と
児
ハ
J
て
い
る
ρ
l
i二
一
コ
一
－
－
｝
・
二
O
l
l
経
影
四
長B
津
タ
ヨ
ア
階
級
の
文
化
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
哲
島
一
も
彼
の
伶
宍
た
週
術
も
奴
隷
と
一
五
ふ
附
労
働
者
階
級
を
下
積
と
し
て
北
バ
の
上
に
構
成
さ
れ
た
一
生
け
る
市
民
的
貴
族
の
文
化
で
あ
る
。
文
化
の
階
級
住
を
最
も
強
調
し
た
の
は
、
査
し
マ
ル
ク
ス
曲
学
波
で
あ
ら
う
。
マ
ル
ク
ス
皐
波
は
枇
合
同
革
命
を
質
践
的
目
的
と
し
て
有
す
る
超
閥
民
的
プ
ロ
レ
グ
リ
ヤ
階
級
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ぜ
あ
り
‘
世
界
的
プ
白
ν
タ
事
ヤ
階
誕
の
車
一
的
国
結
の
構
成
を
主
脹
ず
る
Q
セ
